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 心理学の歴史を参照しつつ、特に感覚・知
覚の過程を主領域とした心理学研究における
基礎的成果及び理論について講義する。

 講義を通じて、人間の心的過程に関して基
礎的な知識を身につけてもらうと共に、心理
学研究の意義や難しさ、面白さを理解しても
らうことをねらいとしている。



人間の心的過程の不思議性と神秘性に関
心を抱き、万人に共通する心的過程の普遍
性と共通しない異質性があることを認識する
ことを通じて各人の内的世界を豊かにしてい
くことを目標とする。



第1章 心理学の歴史

第2章 感覚（心理物理学・明るさの知覚と色の知覚）

第3章 知覚（知覚の成立・体制化・空間知覚と運動知覚）

第4章 パターン認知

第5章 注意

第6章 記憶（記憶の分類・作業記憶・長期記憶の諸研究）

第7章 学習

第8章 思考（問題解決と認識の過程）

第9章 脳と心（脳の神経科学の知見）



テキスト

「心を測る」 菱谷普介・田山忠行（編）

八千代出版

参考書

「現代心理学の基礎と応用」培風館

「実験心理学」 東京大学出版会

「わたしそしてわれわれ」 北大路出版

…etc



 心理学 psychologyとは？
 →psyche（心） + logos（学問）

 心とは？
 知・情・意 / 知性・情動・意思
 精神活動そのもの →感覚・知覚・学習・記憶…etc.



 心理学 －ほかの学問と同様、基礎分野と応用分野
がある

 基礎心理学、一般心理学、実験心理学、社会心理学、理論心理
学、臨床心理学…etc

 心理学は他学問との関わりも深い
 生理学、哲学、社会学など、心理学の生まれた背景に関わる学問か
ら、コンピュータやAI工学、脳科学など、研究が進むにつれて関連が
深くなった学問もある。


